
　島根県立東部・西部社会教育研修センターで開発した「親学
プログラム」は、地域における子育て支援・家庭教育支援に活用
できる学習プログラムです。　
　この「親学プログラム」をきっかけとして、親（保護者）同士の
つながりや学校・家庭・地域とのネットワークが深まり、新たな
活動への輪が広がることが期待できます。
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プログラム

親

気づきを
大切にする

みんなで
楽しく
語り合う

親同士が
つながる

※親学ファシリテーターとは、親学プログラムを進行する技能をもった
　学習支援者（進行役）をいいます。

研修会をスムーズに進行します

参加者の雰囲気を和ませます

1

親学プログラムは
７つのテーマで構成しています！

親学プログラムは
７つのテーマで構成しています！

親としての心構え
①新米ママ・パパへのメッセージ
②あなたならどうする？
③子どもに示したい大人のふるまい
④素晴らしき思春期

3 生活リズム
①目指せ！早寝・早起き・朝ご飯
②朝食は目覚めのスイッチ

5 安全と健康
①身近なところに危険がいっぱい
②危険箇所を考えよう
③食生活を見直そう

6 遊びと体験
①あそびのススメ
②子どもにさせたい体験は？

7 個性と夢
①もし､子どもが○○で育ったら
②こんな子どもに育ってほしい
③わが子の PR ～短所も長所～

2 親子のコミュニケーション
①聞く耳ってどんな耳？
②子どもに伝えるのって難しい！
③私のほめ方・しかり方
④心に響く伝え方

4 しつけとルール
①親のしつけは子どもへの大切な贈り物
②我が家のルールづくり大作戦！
③しかる基準は？
④誰が決めるの？
⑤子どもにとってのお手伝い
⑥子どもに本当に必要ですか？
⑦家庭学習の習慣をつけるために
⑧ケータイ・インターネットとのつきあい方

７つのテーマごとに各種のプログラムを用意しています。
どのプログラムを活用するかは、学習目的や対象となる子どもの年齢、

参加する親（保護者）の実態に応じて選択してください。

１．親学プログラムを活用した講座・研修会を実施してみませんか！

２．あなたの町にも親学ファシリテーターがいます！

　子育て支援・家庭教育支援を目的に、学校・職場・地域において「親学プログラム」を活用した講座・
研修会を実施したいとのご連絡をいただくと、期日・時間等を調整し、親学ファシリテーターまたは社
会教育研修センター職員が伺います。

　各市町村の子育て支援・家庭教育支援のための講座や研修会で「親学ファシリテーター」が活躍し
ています。

　社会教育研修センターでは、「親学ファシリテーター」に関心がある方及び「親学プログラム」を活
用した子育て支援・家庭教育支援事業の実施をお考えの方の相談を受け付けています。お気軽にお問
い合わせください。

○就学時健康診断　　　　　　　　　　　　　
○保育所・幼稚園等の保護者会　　　　　　　
○子育てサークルの学習会　　　　　　　　　
○小・中学校のＰＴＡ研修会や学級懇談会　　
○公民館等での家庭教育学級や研修会　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親学プログラムを活用した講座・研修会の例
【指導者を対象とした研修会・講座】【親（保護者）を対象とした研修会・講座】
○保育所・幼稚園職員研修
○小学校・中学校職員研修
○ＰＴＡ役員研修
○公民館職員研修
○子育て支援センター職員研修
○放課後子ども教室・児童クラブ指導員研修  等

※「親学プログラム」は、センターのホームページで閲覧することができます。また、PDF版ダウンロードも可能です。

【お問い合わせ】

島根県立東部社会教育研修センター 
〒691-0074  出雲市小境町1991-2 サン・レイク2F 
Tel（0853）67-9060  Fax（0853）69-1380

島根県立西部社会教育研修センター
〒697-0016  浜田市野原町1826-1 いわみ～る3F 
Tel（0855）24-9344  Fax（0855）24-9345

東部社会教育研修センター 検索 西部社会教育研修センター 検索

市町村の親学ファシリテーターの現状 (H24.3月末現在)

松江市のやくも子育てサロン「星キラくらぶ」
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「親学プログラム」とは・・・

子育てについて、楽しく語り合うことができます！

　「親学プログラム」は、島根県内各地で子育て支援や家庭教育支援を行う
人（※1） が、乳幼児をもつ親（保護者）や小・中学生をもつ親（保護者）を
対象とした学習機会において、親としての役割や子どもとの関わり方の気づ
きを促すために作成しました。
　この「親学プログラム」は、子育てについて一つの答えを求めたり、家庭
における正しい子育て方法を指導したりするマニュアルではありません。
　参加型学習（※２）の手法を用いて、参加者同士が交流しながら、親として
の役割や子どもとのかかわり方について、気づきを促すことをねらいとする
学習プログラムです。

　参加者同士が、子育てについて楽しく話し合ったり、今まで
の子育てについてふり返って考えたりできるプログラムです。

気軽に進行できる！　プログラム活用３点セット
　「親学プログラム」は子育て支援・家庭教育支援を行う人が気軽に進行できるように、１つ１つの学習プロ
グラムが ①進行表（学習の流れ）②進行マニュアル（ワークショップのシナリオ） ③ワークシート（参加者へ
配付する用紙）の３点セットでできています。

プログラムの一例を紹介します！

　子どもたちをほめる時やしかる時に、どんなことに気をつければよいか考えてみましょう。
　こんな時、あなたならどう言いますか？

※良いことをした時はしっかりとほめ、しかる時には感情にまかせず、受け止める子どもの立場になって考え、想いを理解すること
が大切です。「そう言われたら子どもはどう感じるだろうか」「子どもはどう受け止めるだろうか」、まずはここから考えてみましょう！

（※１）保育所、幼稚園、小・中学校等の教職員やＰＴＡ役員、公民館等社会教育関係者、
　　　子育て支援センター職員等を想定しています。
（※２）参加型学習とは、受講者が単に受け手や聞き手としてではなく、
　　　自ら気づき考えることを重視する学習方法のことです。 

　普段、親の価値観だけで子育てを

しているので不安もあります。こ

のワークを通して、たくさんの人

と子育てについて話し合うことによ

って、違う価値観に触れられたこと

がよかったです。

　日頃よく会うメンバーですが、具体
的な子育てに対する悩みや不安を話す
機会がなかなかないので、有意義な場
でした。
　みんなが同じような体験をして、同
じように悩んでいるということが分か
るだけで、少し気持ちも楽になり、ま
た、毎日をがんばれるような気がしま
す。楽しく子育てしていきます!! 

参加者の
声

　グループの皆さんに受
け入れてもらい、多くの
人たちと関わる面白さを
実感した研修会でした。
このような会を定期的に
受けることができればい
いなぁと思いました。

「親学プログラム」の活用が県内各地で広まっています

島根県立東部社会教育研修センター
島根県立西部社会教育研修センター
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テーマ２：親子のコミュニケーション　　　２－③「私のほめ方・しかり方」　

A B

ロールプレイ（役割演技）の手法により、ほめる場面・しかる場面を二人組で進めていきます。親、
子それぞれの立場になって、感じたことを話し合います。場や状況に適した効果的な伝え方を
考えましょう。　

Point

自分からすすんで、きちんと
おもちゃの片づけができたとき

安全確認をしないで、
道路に飛び出したとき

時間
学習の流れ

留　意　点
準　　備

【はじめに】

10分 【アイスブレイク
】

①たましいの握手
〈P.97〉

②自己紹介

・ 2 人組ができた
後、互いに自己紹

介

をする。

40分

【ワークショップ
】

①ワーク 1を記入
する

②ペアになり、お
互いに言ってみ

る
③感想を話し合う

④グループで話し
合う

　・グループ内で
の紹介

　・より効果的な
伝え方

⑤グループごとに
発表する

⑥まとめ

・①は自分の考え
を自由に表現する

よう

に伝える。
・②は子ども役と

親役になりきって
でき

るように、楽しい
雰囲気づくりを心

が

ける。
・④はグループで

、より良いほめ方
・し

かり方について考
えるよう伝える。

・⑤は話し合いの
ポイントも含めて

発表

するよう伝える。

・一言で簡単にコ
メントする。

筆記用具
ワークシート
（P.71）

7分 【ふり返りと分か
ち合い】

①感想をワーク 2
に記入する ・自己をふり返り

、今後について考
える

時間をとる。

3分 【アドバイスタイ
ム】

配付資料

2－③ 私のほめ方・しか
り方

■対象：乳児～小
学校低学年の親　

　　■時間：60分
程度　　　■手法

：ロールプレイ

学習のねらい　　
　子どもに対する

ほめ方・しかり方
について役割演技

をしたり、話し合
ったりす

　　　　　　　　
　ることを通して

、場や状況に適し
たよりよい伝え方

について考える。

準備するもの　　
　筆記用具　　　

ワークシート【P.
71】　　アドバイス

タイム用配付資料

今日は、子どもを
ほめる時やしかる

時に、どんなこと
に気をつければ

よいか、みなさん
と考えてみたいと

思います。その前
に、ちょっと心と

体をリラックスさ
せましょう。

いかがでしたか？
　よいことをした

時はしっかりほめ
、しかる時には

感情にまかせず、
受け止める子ども

の立場や思いを理
解することが大切

です。
文部科学省発行の

家庭教育手帳には
、次のような記述

があります。

※資料　P.112「
良いことをしたと

きはしっかりほめ
てあげる」「感情

にまかせて叱るこ
ととしつけとは違

う」から状況に応じ
て選んで読む。

《講座の前にルー
ルとマナーを確認

しましょう》

《講座の最後にル
ールとマナーの確

認をしましょう》

ワークショップ進行マニュアル

ワークシートを配ります。その中に、例として 4つの場面を取り上げています。
あなたなら、①～④のそれぞれの場面においてお子さんに対して、どう言いますか？　自分の考えを自由に記入しましょう。時間は 8分です。

どうでしたか？
今の台

せ り ふ

詞を言われてどう思ったか、お互いにそれぞれの感想を伝え合いましょう。

グループで作った台
せ り ふ

詞を、代表の方に紹介してもらいます。できれば、どういう考えでその台
せ り ふ

詞になったか簡単に説明してください。

今書いた台
せ り ふ

詞をもとに、子ども役と親役の役割分担をして、相手に言ってみましょう。2人で場面を想定し、できるだけ雰囲気を出してなりきって言ってください。

近くの 2つのペアで 4人グループをつくりましょう。他の方はどんな言い方を考えたか、グループのメンバーで台
せ り ふ

詞を紹介し合ってください。そして、子どもをほめる時やしかる時により効果的な伝え方について話し合ってください。後で、グループの代表の方に発表してもらいますので、グループ全員で台
せ り ふ

詞を作ってみましょう。

みなさん、お子さんのことをしっかり考えて、言い方を工夫しておられることがよく分かりました。
それでは、今日の学習をワーク 2でふり返ってみましょう。

①ワーク１を記入する（10分）

③感想を話し合う　（3分）

⑤グループごとに発表する（8分）

）分5（ るみてっ言にい互お、
りなにアペ②

④グループで話し合う（13分）

⑥まとめ（1分）

2－③　私のほめ方・しかり方

【活用のポイント】
このプログラムは、対象となる親（保護者）の子どもの年齢に応じて、ワーク１の①～④の場面

設定を変更するとよいでしょう。
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２－③「私のほめ方・しかり方」ワークシートワーク１ こんな時、あなたならどう言いますか。
①近所の人に、「こんにちは」や「ありがとう」がはっきりと言えたとき

②自分からすすんで、きちんとおもちゃの片づけができたとき

③いっしょにあそんでいる友だちをたたいたとき

④安全確認をしないで、道路に飛び出したとき

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・○○さん、「こんにちは！」　　・○○さん、「ありがとうございます」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「よいしょっと、やった～！　　　これできれいに片付いた～」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「僕（私）が先に使ってたのに。
　　　もう～っ、（パチン！）」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「あっボールが、待って～」　　・「お～い、○○ちゃん、今行くよ」

【親役】

【親役】

【親役】

【親役】

ワーク２ 今日の学習で感じたこと、気づいたことを書きましょう。

流れが一目で
分かります

セリフを読んで
進行できます

コピーしてすぐに
使えます

進行表 進行マニュアル ワークシート



「親学プログラム」とは・・・

子育てについて、楽しく語り合うことができます！

　「親学プログラム」は、島根県内各地で子育て支援や家庭教育支援を行う
人（※1） が、乳幼児をもつ親（保護者）や小・中学生をもつ親（保護者）を
対象とした学習機会において、親としての役割や子どもとの関わり方の気づ
きを促すために作成しました。
　この「親学プログラム」は、子育てについて一つの答えを求めたり、家庭
における正しい子育て方法を指導したりするマニュアルではありません。
　参加型学習（※２）の手法を用いて、参加者同士が交流しながら、親として
の役割や子どもとのかかわり方について、気づきを促すことをねらいとする
学習プログラムです。

　参加者同士が、子育てについて楽しく話し合ったり、今まで
の子育てについてふり返って考えたりできるプログラムです。

気軽に進行できる！　プログラム活用３点セット
　「親学プログラム」は子育て支援・家庭教育支援を行う人が気軽に進行できるように、１つ１つの学習プロ
グラムが ①進行表（学習の流れ）②進行マニュアル（ワークショップのシナリオ） ③ワークシート（参加者へ
配付する用紙）の３点セットでできています。

プログラムの一例を紹介します！

　子どもたちをほめる時やしかる時に、どんなことに気をつければよいか考えてみましょう。
　こんな時、あなたならどう言いますか？

※良いことをした時はしっかりとほめ、しかる時には感情にまかせず、受け止める子どもの立場になって考え、想いを理解すること
が大切です。「そう言われたら子どもはどう感じるだろうか」「子どもはどう受け止めるだろうか」、まずはここから考えてみましょう！

（※１）保育所、幼稚園、小・中学校等の教職員やＰＴＡ役員、公民館等社会教育関係者、
　　　子育て支援センター職員等を想定しています。
（※２）参加型学習とは、受講者が単に受け手や聞き手としてではなく、
　　　自ら気づき考えることを重視する学習方法のことです。 

　普段、親の価値観だけで子育てを

しているので不安もあります。こ

のワークを通して、たくさんの人

と子育てについて話し合うことによ

って、違う価値観に触れられたこと

がよかったです。

　日頃よく会うメンバーですが、具体
的な子育てに対する悩みや不安を話す
機会がなかなかないので、有意義な場
でした。
　みんなが同じような体験をして、同
じように悩んでいるということが分か
るだけで、少し気持ちも楽になり、ま
た、毎日をがんばれるような気がしま
す。楽しく子育てしていきます!! 

参加者の
声

　グループの皆さんに受
け入れてもらい、多くの
人たちと関わる面白さを
実感した研修会でした。
このような会を定期的に
受けることができればい
いなぁと思いました。

「親学プログラム」の活用が県内各地で広まっています

島根県立東部社会教育研修センター
島根県立西部社会教育研修センター

しまね学習支援プログラム
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ＰＴＡ研修
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保育所
保護者会

松江市宍道
子育て支援
センター

テーマ２：親子のコミュニケーション　　　２－③「私のほめ方・しかり方」　

A B

ロールプレイ（役割演技）の手法により、ほめる場面・しかる場面を二人組で進めていきます。親、
子それぞれの立場になって、感じたことを話し合います。場や状況に適した効果的な伝え方を
考えましょう。　

Point

自分からすすんで、きちんと
おもちゃの片づけができたとき

安全確認をしないで、
道路に飛び出したとき

時間
学習の流れ

留　意　点
準　　備

【はじめに】

10分 【アイスブレイク
】

①たましいの握手
〈P.97〉

②自己紹介

・ 2 人組ができた
後、互いに自己紹

介

をする。

40分

【ワークショップ
】

①ワーク 1を記入
する

②ペアになり、お
互いに言ってみ

る
③感想を話し合う

④グループで話し
合う

　・グループ内で
の紹介

　・より効果的な
伝え方

⑤グループごとに
発表する

⑥まとめ

・①は自分の考え
を自由に表現する

よう

に伝える。
・②は子ども役と

親役になりきって
でき

るように、楽しい
雰囲気づくりを心

が

ける。
・④はグループで

、より良いほめ方
・し

かり方について考
えるよう伝える。

・⑤は話し合いの
ポイントも含めて

発表

するよう伝える。

・一言で簡単にコ
メントする。

筆記用具
ワークシート
（P.71）

7分 【ふり返りと分か
ち合い】

①感想をワーク 2
に記入する ・自己をふり返り

、今後について考
える

時間をとる。

3分 【アドバイスタイ
ム】

配付資料

2－③ 私のほめ方・しか
り方

■対象：乳児～小
学校低学年の親　

　　■時間：60分
程度　　　■手法

：ロールプレイ

学習のねらい　　
　子どもに対する

ほめ方・しかり方
について役割演技

をしたり、話し合
ったりす

　　　　　　　　
　ることを通して

、場や状況に適し
たよりよい伝え方

について考える。

準備するもの　　
　筆記用具　　　

ワークシート【P.
71】　　アドバイス

タイム用配付資料

今日は、子どもを
ほめる時やしかる

時に、どんなこと
に気をつければ

よいか、みなさん
と考えてみたいと

思います。その前
に、ちょっと心と

体をリラックスさ
せましょう。

いかがでしたか？
　よいことをした

時はしっかりほめ
、しかる時には

感情にまかせず、
受け止める子ども

の立場や思いを理
解することが大切

です。
文部科学省発行の

家庭教育手帳には
、次のような記述

があります。

※資料　P.112「
良いことをしたと

きはしっかりほめ
てあげる」「感情

にまかせて叱るこ
ととしつけとは違

う」から状況に応じ
て選んで読む。

《講座の前にルー
ルとマナーを確認

しましょう》

《講座の最後にル
ールとマナーの確

認をしましょう》

ワークショップ進行マニュアル

ワークシートを配ります。その中に、例として 4つの場面を取り上げています。
あなたなら、①～④のそれぞれの場面においてお子さんに対して、どう言いますか？　自分の考えを自由に記入しましょう。時間は 8分です。

どうでしたか？
今の台

せ り ふ

詞を言われてどう思ったか、お互いにそれぞれの感想を伝え合いましょう。

グループで作った台
せ り ふ

詞を、代表の方に紹介してもらいます。できれば、どういう考えでその台
せ り ふ

詞になったか簡単に説明してください。

今書いた台
せ り ふ

詞をもとに、子ども役と親役の役割分担をして、相手に言ってみましょう。2人で場面を想定し、できるだけ雰囲気を出してなりきって言ってください。

近くの 2つのペアで 4人グループをつくりましょう。他の方はどんな言い方を考えたか、グループのメンバーで台
せ り ふ

詞を紹介し合ってください。そして、子どもをほめる時やしかる時により効果的な伝え方について話し合ってください。後で、グループの代表の方に発表してもらいますので、グループ全員で台
せ り ふ

詞を作ってみましょう。

みなさん、お子さんのことをしっかり考えて、言い方を工夫しておられることがよく分かりました。
それでは、今日の学習をワーク 2でふり返ってみましょう。

①ワーク１を記入する（10分）

③感想を話し合う　（3分）

⑤グループごとに発表する（8分）

）分5（ るみてっ言にい互お、
りなにアペ②

④グループで話し合う（13分）

⑥まとめ（1分）

2－③　私のほめ方・しかり方

【活用のポイント】
このプログラムは、対象となる親（保護者）の子どもの年齢に応じて、ワーク１の①～④の場面

設定を変更するとよいでしょう。
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２－③「私のほめ方・しかり方」ワークシートワーク１ こんな時、あなたならどう言いますか。
①近所の人に、「こんにちは」や「ありがとう」がはっきりと言えたとき

②自分からすすんで、きちんとおもちゃの片づけができたとき

③いっしょにあそんでいる友だちをたたいたとき

④安全確認をしないで、道路に飛び出したとき

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・○○さん、「こんにちは！」　　・○○さん、「ありがとうございます」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「よいしょっと、やった～！　　　これできれいに片付いた～」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「僕（私）が先に使ってたのに。
　　　もう～っ、（パチン！）」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「あっボールが、待って～」　　・「お～い、○○ちゃん、今行くよ」

【親役】

【親役】

【親役】

【親役】

ワーク２ 今日の学習で感じたこと、気づいたことを書きましょう。

流れが一目で
分かります

セリフを読んで
進行できます

コピーしてすぐに
使えます

進行表 進行マニュアル ワークシート
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子育てについて、楽しく語り合うことができます！

　「親学プログラム」は、島根県内各地で子育て支援や家庭教育支援を行う
人（※1） が、乳幼児をもつ親（保護者）や小・中学生をもつ親（保護者）を
対象とした学習機会において、親としての役割や子どもとの関わり方の気づ
きを促すために作成しました。
　この「親学プログラム」は、子育てについて一つの答えを求めたり、家庭
における正しい子育て方法を指導したりするマニュアルではありません。
　参加型学習（※２）の手法を用いて、参加者同士が交流しながら、親として
の役割や子どもとのかかわり方について、気づきを促すことをねらいとする
学習プログラムです。

　参加者同士が、子育てについて楽しく話し合ったり、今まで
の子育てについてふり返って考えたりできるプログラムです。

気軽に進行できる！　プログラム活用３点セット
　「親学プログラム」は子育て支援・家庭教育支援を行う人が気軽に進行できるように、１つ１つの学習プロ
グラムが ①進行表（学習の流れ）②進行マニュアル（ワークショップのシナリオ） ③ワークシート（参加者へ
配付する用紙）の３点セットでできています。

プログラムの一例を紹介します！

　子どもたちをほめる時やしかる時に、どんなことに気をつければよいか考えてみましょう。
　こんな時、あなたならどう言いますか？

※良いことをした時はしっかりとほめ、しかる時には感情にまかせず、受け止める子どもの立場になって考え、想いを理解すること
が大切です。「そう言われたら子どもはどう感じるだろうか」「子どもはどう受け止めるだろうか」、まずはここから考えてみましょう！

（※１）保育所、幼稚園、小・中学校等の教職員やＰＴＡ役員、公民館等社会教育関係者、
　　　子育て支援センター職員等を想定しています。
（※２）参加型学習とは、受講者が単に受け手や聞き手としてではなく、
　　　自ら気づき考えることを重視する学習方法のことです。 

　普段、親の価値観だけで子育てを

しているので不安もあります。こ

のワークを通して、たくさんの人

と子育てについて話し合うことによ

って、違う価値観に触れられたこと

がよかったです。

　日頃よく会うメンバーですが、具体
的な子育てに対する悩みや不安を話す
機会がなかなかないので、有意義な場
でした。
　みんなが同じような体験をして、同
じように悩んでいるということが分か
るだけで、少し気持ちも楽になり、ま
た、毎日をがんばれるような気がしま
す。楽しく子育てしていきます!! 

参加者の
声

　グループの皆さんに受
け入れてもらい、多くの
人たちと関わる面白さを
実感した研修会でした。
このような会を定期的に
受けることができればい
いなぁと思いました。

「親学プログラム」の活用が県内各地で広まっています
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A B

ロールプレイ（役割演技）の手法により、ほめる場面・しかる場面を二人組で進めていきます。親、
子それぞれの立場になって、感じたことを話し合います。場や状況に適した効果的な伝え方を
考えましょう。　

Point

自分からすすんで、きちんと
おもちゃの片づけができたとき

安全確認をしないで、
道路に飛び出したとき

時間
学習の流れ

留　意　点
準　　備

【はじめに】

10分 【アイスブレイク
】

①たましいの握手
〈P.97〉

②自己紹介

・ 2 人組ができた
後、互いに自己紹

介

をする。

40分

【ワークショップ
】

①ワーク 1を記入
する

②ペアになり、お
互いに言ってみ

る
③感想を話し合う

④グループで話し
合う

　・グループ内で
の紹介

　・より効果的な
伝え方

⑤グループごとに
発表する

⑥まとめ

・①は自分の考え
を自由に表現する
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に伝える。
・②は子ども役と

親役になりきって
でき

るように、楽しい
雰囲気づくりを心

が

ける。
・④はグループで

、より良いほめ方
・し

かり方について考
えるよう伝える。

・⑤は話し合いの
ポイントも含めて

発表

するよう伝える。

・一言で簡単にコ
メントする。

筆記用具
ワークシート
（P.71）

7分 【ふり返りと分か
ち合い】

①感想をワーク 2
に記入する ・自己をふり返り

、今後について考
える

時間をとる。

3分 【アドバイスタイ
ム】

配付資料

2－③ 私のほめ方・しか
り方

■対象：乳児～小
学校低学年の親　

　　■時間：60分
程度　　　■手法

：ロールプレイ

学習のねらい　　
　子どもに対する

ほめ方・しかり方
について役割演技

をしたり、話し合
ったりす

　　　　　　　　
　ることを通して

、場や状況に適し
たよりよい伝え方

について考える。

準備するもの　　
　筆記用具　　　

ワークシート【P.
71】　　アドバイス

タイム用配付資料

今日は、子どもを
ほめる時やしかる

時に、どんなこと
に気をつければ

よいか、みなさん
と考えてみたいと

思います。その前
に、ちょっと心と

体をリラックスさ
せましょう。

いかがでしたか？
　よいことをした

時はしっかりほめ
、しかる時には

感情にまかせず、
受け止める子ども

の立場や思いを理
解することが大切

です。
文部科学省発行の

家庭教育手帳には
、次のような記述

があります。

※資料　P.112「
良いことをしたと

きはしっかりほめ
てあげる」「感情

にまかせて叱るこ
ととしつけとは違

う」から状況に応じ
て選んで読む。

《講座の前にルー
ルとマナーを確認

しましょう》

《講座の最後にル
ールとマナーの確

認をしましょう》

ワークショップ進行マニュアル

ワークシートを配ります。その中に、例として 4つの場面を取り上げています。
あなたなら、①～④のそれぞれの場面においてお子さんに対して、どう言いますか？　自分の考えを自由に記入しましょう。時間は 8分です。

どうでしたか？
今の台

せ り ふ

詞を言われてどう思ったか、お互いにそれぞれの感想を伝え合いましょう。

グループで作った台
せ り ふ

詞を、代表の方に紹介してもらいます。できれば、どういう考えでその台
せ り ふ

詞になったか簡単に説明してください。

今書いた台
せ り ふ

詞をもとに、子ども役と親役の役割分担をして、相手に言ってみましょう。2人で場面を想定し、できるだけ雰囲気を出してなりきって言ってください。

近くの 2つのペアで 4人グループをつくりましょう。他の方はどんな言い方を考えたか、グループのメンバーで台
せ り ふ

詞を紹介し合ってください。そして、子どもをほめる時やしかる時により効果的な伝え方について話し合ってください。後で、グループの代表の方に発表してもらいますので、グループ全員で台
せ り ふ

詞を作ってみましょう。

みなさん、お子さんのことをしっかり考えて、言い方を工夫しておられることがよく分かりました。
それでは、今日の学習をワーク 2でふり返ってみましょう。

①ワーク１を記入する（10分）

③感想を話し合う　（3分）

⑤グループごとに発表する（8分）

）分5（ るみてっ言にい互お、
りなにアペ②

④グループで話し合う（13分）

⑥まとめ（1分）

2－③　私のほめ方・しかり方

【活用のポイント】
このプログラムは、対象となる親（保護者）の子どもの年齢に応じて、ワーク１の①～④の場面

設定を変更するとよいでしょう。
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２－③「私のほめ方・しかり方」ワークシートワーク１ こんな時、あなたならどう言いますか。
①近所の人に、「こんにちは」や「ありがとう」がはっきりと言えたとき

②自分からすすんで、きちんとおもちゃの片づけができたとき

③いっしょにあそんでいる友だちをたたいたとき

④安全確認をしないで、道路に飛び出したとき

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・○○さん、「こんにちは！」　　・○○さん、「ありがとうございます」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「よいしょっと、やった～！　　　これできれいに片付いた～」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「僕（私）が先に使ってたのに。
　　　もう～っ、（パチン！）」

【子ども役】　※場面を想定してから
（例）・「あっボールが、待って～」　　・「お～い、○○ちゃん、今行くよ」

【親役】

【親役】

【親役】

【親役】

ワーク２ 今日の学習で感じたこと、気づいたことを書きましょう。

流れが一目で
分かります

セリフを読んで
進行できます

コピーしてすぐに
使えます

進行表 進行マニュアル ワークシート



　島根県立東部・西部社会教育研修センターで開発した「親学
プログラム」は、地域における子育て支援・家庭教育支援に活用
できる学習プログラムです。　
　この「親学プログラム」をきっかけとして、親（保護者）同士の
つながりや学校・家庭・地域とのネットワークが深まり、新たな
活動への輪が広がることが期待できます。

学

家庭教育支援を行う人のための

島根県立東部社会教育研修センター　　島根県立西部社会教育研修センター

プログラム

親

気づきを
大切にする

みんなで
楽しく
語り合う

親同士が
つながる

※親学ファシリテーターとは、親学プログラムを進行する技能をもった
　学習支援者（進行役）をいいます。

研修会をスムーズに進行します

参加者の雰囲気を和ませます

1

親学プログラムは
７つのテーマで構成しています！

親学プログラムは
７つのテーマで構成しています！

親としての心構え
①新米ママ・パパへのメッセージ
②あなたならどうする？
③子どもに示したい大人のふるまい
④素晴らしき思春期

3 生活リズム
①目指せ！早寝・早起き・朝ご飯
②朝食は目覚めのスイッチ

5 安全と健康
①身近なところに危険がいっぱい
②危険箇所を考えよう
③食生活を見直そう

6 遊びと体験
①あそびのススメ
②子どもにさせたい体験は？

7 個性と夢
①もし､子どもが○○で育ったら
②こんな子どもに育ってほしい
③わが子の PR ～短所も長所～

2 親子のコミュニケーション
①聞く耳ってどんな耳？
②子どもに伝えるのって難しい！
③私のほめ方・しかり方
④心に響く伝え方

4 しつけとルール
①親のしつけは子どもへの大切な贈り物
②我が家のルールづくり大作戦！
③しかる基準は？
④誰が決めるの？
⑤子どもにとってのお手伝い
⑥子どもに本当に必要ですか？
⑦家庭学習の習慣をつけるために
⑧ケータイ・インターネットとのつきあい方

７つのテーマごとに各種のプログラムを用意しています。
どのプログラムを活用するかは、学習目的や対象となる子どもの年齢、

参加する親（保護者）の実態に応じて選択してください。

１．親学プログラムを活用した講座・研修会を実施してみませんか！

２．あなたの町にも親学ファシリテーターがいます！

　子育て支援・家庭教育支援を目的に、学校・職場・地域において「親学プログラム」を活用した講座・
研修会を実施したいとのご連絡をいただくと、期日・時間等を調整し、親学ファシリテーターまたは社
会教育研修センター職員が伺います。

　各市町村の子育て支援・家庭教育支援のための講座や研修会で「親学ファシリテーター」が活躍し
ています。

　社会教育研修センターでは、「親学ファシリテーター」に関心がある方及び「親学プログラム」を活
用した子育て支援・家庭教育支援事業の実施をお考えの方の相談を受け付けています。お気軽にお問
い合わせください。

○就学時健康診断　　　　　　　　　　　　　
○保育所・幼稚園等の保護者会　　　　　　　
○子育てサークルの学習会　　　　　　　　　
○小・中学校のＰＴＡ研修会や学級懇談会　　
○公民館等での家庭教育学級や研修会　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親学プログラムを活用した講座・研修会の例
【指導者を対象とした研修会・講座】【親（保護者）を対象とした研修会・講座】
○保育所・幼稚園職員研修
○小学校・中学校職員研修
○ＰＴＡ役員研修
○公民館職員研修
○子育て支援センター職員研修
○放課後子ども教室・児童クラブ指導員研修  等

※「親学プログラム」は、センターのホームページで閲覧することができます。また、PDF版ダウンロードも可能です。

【お問い合わせ】

島根県立東部社会教育研修センター 
〒691-0074  出雲市小境町1991-2 サン・レイク2F 
Tel（0853）67-9060  Fax（0853）69-1380

島根県立西部社会教育研修センター
〒697-0016  浜田市野原町1826-1 いわみ～る3F 
Tel（0855）24-9344  Fax（0855）24-9345

東部社会教育研修センター 検索 西部社会教育研修センター 検索

市町村の親学ファシリテーターの現状 (H24.3月末現在)

松江市のやくも子育てサロン「星キラくらぶ」

海士町

西ノ島町

知夫村

出雲市
安来市

松江市

奥出雲町

雲南市

浜田市

大田市

益田市

江津市

飯南町
美郷町

津和野町

吉賀町

邑南町

隠岐の島町

川本町

親学プログラムをご活用ください親学プログラムをご活用ください


